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友友好好都都市市山山形形県県河河北北町町かからら田田宮宮町町長長、、
議議会会議議員員のの皆皆ささんんがが来来町町

藍染め体験をされる河北町議会議員の皆さん
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町町長長提提案案

●平成２３年度一般会計歳入歳出決算の認定…………………………………………………………………原案可決

●平成２３年度藍住町特別会計（国民健康保険事業）歳入歳出決算の認定………………………………原案可決

●平成２３年度藍住町特別会計（介護保険事業）歳入歳出決算の認定……………………………………原案可決

●平成２３年度藍住町特別会計（介護サービス事業）歳入歳出決算の認定………………………………原案可決

●平成２３年度藍住町特別会計（後期高齢者医療事業）歳入歳出決算の認定……………………………原案可決

●平成２３年度藍住町特別会計（藍寿苑介護サービス事業）歳入歳出決算の認定………………………原案可決

●平成２３年度藍住町特別会計（水道事業）利益の処分及び歳入歳出決算の認定………………………原案可決

●平成２３年度藍住町特別会計（下水道事業）歳入歳出決算の認定………………………………………原案可決

●平成２４年度藍住町一般会計補正予算………………………………………………………………………原案可決

●平成２４年度藍住町特別会計（後期高齢者医療事業）補正予算…………………………………………原案可決

●藍住町乳幼児等医療費助成条例の一部改正………………………………………………………………原案可決

「乳幼児等医療費」を「子どもはぐくみ医療費」に、「乳幼児等」を「子ども」に改める改正

●災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正……………………………………………………………原案可決

災害弔慰金の支給等に関する法律の一部改正に伴い、一定の条件のもと兄弟姉妹を

支給対象とするよう条例の一部を改正

●藍住町暴力団排除条例の制定………………………………………………………………………………原案可決

暴力団排除をより一層推進するため、施策等を規定した条例を制定

●藍住町教育委員会委員任命の同意……………………………………………�瀬浩美・岸本政典・筒井あけみ
●固定資産評価審査委員会委員選任の同意…………………………………………………………………住田義典

町町長長報報告告

●平成２３年度財政健全化判断比率の報告

●平成２３年度水道事業会計資金不足比率の報告

資金不足なし

●平成２３年度下水道事業会計資金不足比率の報告

資金不足なし

議議員員提提案案

●「緊急事態基本法」の早期制定を求める意見書…………………………………………………………原案可決

提出者 矢部秀行議員

提出先 衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・法務大臣・外務大臣・防衛大臣・内閣官房長官

●外国資本による土地買収を制限する法整備を求める意見書……………………………………………原案可決

提出者 矢部秀行議員

提出先 衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・国土交通大臣・法務大臣・外務大臣

９月議会定例会が９月６日から２５日までの２０日間の会期で開会
され、下記の議案について審議しました。
一般質問では５人の議員が登壇し、町政について質問しました。

№７１ ２０１２．１１．２５ ２
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山
形
県
河
北
町
と
の
交
流

６
月
２８
日
か
ら
３
日
間
、
ロ

マ
ン
の
か
け
は
し
町
民
号
と
し

て
河
北
町
を
表
敬
訪
問
、
あ
い

ず
み
商
工
会
納
涼
祭
で
は
、
河

北
町
の
郷
土
料
理
で
あ
る
冷
た

い
肉
そ
ば
を
提
供
し
て
い
た
だ

い
た
。
８
月
４
日
に
は
河
北
町

で
友
好
都
市
締
結
記
念
式
典
が

開
催
さ
れ
、
河
北
町
と
友
好
都

市
を
締
結
し
て
い
る
宮
城
県
石

巻
市
と
と
も
に
、
災
害
相
互
応

援
協
定
を
締
結
。
１０
月
に
は
河

北
町
議
会
の
皆
さ
ん
が
、
１１
月

に
は
河
北
町
友
好
の
翼
町
民
号

が
来
町
さ
れ
る
。

今
後
と
も
友
好
都
市
と
し
て

の
交
流
を
深
め
、
住
民
の
安

心
、
安
全
の
施
策
に
も
生
か
し

て
ま
い
り
た
い
。

通
学
路
の
安
全
確
保

危
険
と
思
わ
れ
る
６４
箇
所
を

確
認
し
、交
差
点
マ
ー
ク
・
横
断

歩
道
・
路
側
帯
な
ど
の
白
線
の

塗
り
直
し
や
看
板
の
設
置
等
、

今
行
え
る
安
全
対
策
に
つ
い
て

点
検
を
終
え
て
お
り
、
で
き
る

も
の
か
ら
改
善
を
行
っ
て
い
く
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

藍
寿
苑
の
運
営
検
討

四
国
大
学
短
期
大
学
部
の
日

開
野
博
教
授
を
委
員
長
に
お
迎

え
し
、
こ
れ
ま
で
２
回
の
検
討

委
員
会
を
開
催
し
た
。

建
設
課
の
現
場
業
務

関
係
職
員
に
よ
る
検
討
委
員

会
を
設
置
し
て
協
議
を
進
め
、

８
月
末
に
民
間
委
託
の
基
本
計

画
に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
終
え
て
い
る
。

三
町
合
同
企
画
展

及
び
国
民
文
化
祭

９
月
１５
日
か
ら
１７
日
の
３
日

間
、
日
本
一
の
麻
・
岩
島
麻
を

ひ
が
し
あ
が
つ
ま
ま
ち

産
す
る
群
馬
県
の
東
吾
妻
町
、

高
級
麻
布
の
産
地
・
滋
賀
県
の

あ
い
し
よ
う
ち
よ
う

愛
荘
町
と
の
合
同
企
画
展
を

東
吾
妻
町
で
開
催
し
、
藍
の
ふ

る
さ
と
藍
住
町
か
ら
藍
文
化
の

魅
力
を
紹
介
。
ま
た
、
国
民
文

化
祭
で
も
藍
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
開
催
す
る
。

国
民
文
化
祭
で
は
、
勝
瑞
城

館
跡
で
鷹
狩
り
の
技
術
で
あ
る

ほ
う
よ
う

放
鷹
術
の
実
演
等
が
披
露
さ

れ
る
。
ま
た
、
戦
国
武
将
三
好

氏
に
ゆ
か
り
の
あ
る
大
阪
府
内

の
６
市
、
徳
島
県
内
の
３
市
が

集
結
し
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
や
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

等
も
開
催
す
る
。

藍
の
館
整
備

近
年
駐
車
場
が
不
足
気
味
で

あ
り
、
藍
の
館
東
側
に
用
地
を

確
保
し
、
駐
車
場
の
整
備
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
駐
車
場
へ

の
進
入
路
や
周
辺
道
路
も
拡
幅

し
、
通
行
し
や
す
い
道
路
に
整

備
。
手
狭
で
あ
っ
た
受
付
前
に

つ
い
て
も
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

し
、
来
館
者
が
心
地
よ
く
過
ご

せ
る
よ
う
改
修
工
事
を
進
め
る

こ
と
と
し
た
。

新
町
民
体
育
館

工
事
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

周
辺
住
民
へ
の
影
響
を
で
き
る

限
り
少
な
く
す
る
よ
う
配
慮

し
、
事
故
等
の
な
い
よ
う
充
分

注
意
を
払
い
た
い
。

今
後
、
町
民
の
方
々
に
喜
ば

れ
る
よ
う
な
施
設
と
な
る
よ
う

運
営
方
針
等
を
検
討
し
た
い
。

障
害
者
の
虐
待
防
止

障
害
者
虐
待
防
止
法
の
施
行

に
伴
い
、
障
害
者
虐
待
の
通
報

や
届
出
の
受
理
を
行
う
た
め
、

休
日
・
夜
間
に
も
対
応
で
き
る

障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
を

郡
内
各
町
と
と
も
に
１０
月
か
ら

設
置
す
る
。

障
害
者
虐
待
の
未
然
防
止
や

早
期
発
見
の
た
め
に
住
民
へ
の

啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
関

係
機
関
等
と
の
協
力
態
勢
の
整

備
を
図
り
た
い
。

防
災
関
係

�
避
難
訓
練

９
月
２
日
、
藍
住
北
小
学
校

を
避
難
所
と
す
る
住
民
の
方
を

対
象
と
し
た
避
難
訓
練
や
防
災

に
関
す
る
各
種
体
験
を
実
施

し
、
関
係
者
を
含
め
約
３
５
０

名
が
参
加
。
避
難
路
の
確
認
や

地
震
体
験
車
、
浸
水
プ
ー
ル
、

煙
体
験
ハ
ウ
ス
、
心
肺
蘇
生
法

等
の
体
験
、
保
存
食
の
試
食
や

救
護
所
、
給
水
タ
ン
ク
、
仮
設

ト
イ
レ
、
非
常
電
源
の
設
置
・

展
示
等
も
行
い
、
防
災
啓
発
に

効
果
が
あ
っ
た
と
感
じ
て
い

る
。今

後
も
防
災
意
識
の
向
上
や

減
災
の
た
め
、
指
定
避
難
所
ご

と
に
順
次
実
施
し
た
い
。

�
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
に

関
す
る
被
害
想
定
等

８
月
２９
日
、
国
か
ら
津
波

高
、
想
定
浸
水
区
域
、
被
害
想

定
の
公
表
が
あ
っ
た
。

本
町
に
関
す
る
震
度
や
津
波

の
影
響
は
、
先
の
推
計
値
や
暫

定
予
測
図
か
ら
大
き
な
変
更
は

な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
人
的
被

害
や
建
物
被
害
に
つ
い
て
は
、

２
０
０
３
年
の
中
央
防
災
会
議

や
徳
島
県
の
被
害
想
定
よ
り
か

な
り
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

今
後
県
に
よ
り
出
さ
れ
る
市

町
村
ご
と
の
被
害
想
定
を
細
か

く
分
析
し
な
が
ら
、
地
域
防
災

計
画
や
防
災
対
策
に
反
映
さ
せ

た
い
。

町町町町
かかかか
らららら
のののの
主主主主
なななな
報報報報
告告告告

請請 願願
請
願
者

外
国
資
本
に
よ
る
土
地
買
収
を

制
限
す
る
法
整
備
を
求
め
る

徳
島
の
会

代
表

米
田

末
子

紹
介
議
員

矢
部

秀
行

議
員

※
な
お
、
こ
の
請
願
を
意
見
書
と
し
て
提
出

す
る
こ
と
を
議
決
し
ま
し
た
。

１
件
の
請
願
が
あ
り
、
賛
成
多
数
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

●
外
国
資
本
に
よ
る
土
地
買
収
を
制
限
す
る

法
整
備
を
求
め
る
意
見
書
決
議
の
請
書

９月２日の避難訓練で実施した地震体験車（震度７まで体験可能）

３ ２０１２．１１．２５ №７１
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町税
36億

8,347万円 

繰越金
4億2,702万円 
分担金及び負担金
3億6,558万円 
使用料及び手数料
2億6,762万円 
繰入金 3,563万円 
その他 1億949万円 その他 9,149万円 

地方特例交付金 3,896万円 
地方譲与税 1億480万円 

地方消費税交付金 2億6,257万円 
県からの支出金 5億7,237万円 

国からの支出金
11億
5,673万円 

町債
16億

1,870万円 

地方交付税
18億6,577万円 

8

の支出金

歳　入

自依
主

存
財

財
源源

民生費
29億6,613万円 総務費

8億3,351万円 

土木費 5億7,559万円 
消防費 4億1,582万円 
諸支出金 1億5,739万円 

議会費 1億1,661万円 
農林水産費 9,256万円 商工費 1,775万円 

労働費 1,250万円 
災害復旧費 945万円 

教育費
29億4,308万円 

衛生費
10億5,586万円 

公債費
8億8,524万円 

29億

歳　出

平平成成２２３３年年度度決決算算認認定定
一一般般会会計計はは実実質質収収支支額額

２２億億６６，，８８７７９９万万円円のの黒黒字字決決算算

歳入歳出差引額から、繰越明許費繰越額（２４年度の特定事業への繰越額）
を差し引いた実質収支額は２億６，８７９万円の黒字となりました。
実質収支額の１０％である２，６８０万円を財政調整基金（町の貯金）へ積立、

残り２億４，１９９万円を２４年度へ繰越しました。

歳入総額
１０６億１６万円

歳出総額
１００億８，１４９万円

№７１ ２０１２．１１．２５ ４
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★★★★★★★★★★★★★★★★平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２３３３３３３３３３３３３３３３３年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度決決決決決決決決決決決決決決決決算算算算算算算算算算算算算算算算のののののののののののののののの状状状状状状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況況況況況況★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★健健健健健健健健健健健健健健健健全全全全全全全全全全全全全全全全化化化化化化化化化化化化化化化化判判判判判判判判判判判判判判判判断断断断断断断断断断断断断断断断比比比比比比比比比比比比比比比比率率率率率率率率率率率率率率率率★★★★★★★★★★★★★★★★

※１ 早期健全化基準を一つでも超えると「財政健全化計画」を定めなければならない
※２ 一般会計に生じている赤字の大きさを標準財政規模に対する割合で表したもの
※３ 水道など公営企業を含む全会計に生じている赤字の大きさを標準財政規模に対する割合で表したもの
※４ 借入金（町債）の返済額（公債費）の大きさを標準財政規模に対する割合で表したもの
※５ 借入金（町債）などの現在抱えている負債の大きさを標準財政規模に対する割合で表したもの

平平成成２２４４年年度度一一般般会会計計補補正正予予算算
歳入歳出 ３３億億１１，，５５００００万万円円増増額額それぞれ

～主な補正の内容（１万円未満切り捨て）～

総 務 費
◇交通安全対策費 ２００万円
◇危機管理対策費 ５８６万円

民 生 費
◇障害者自立支援給付費扶助費 ９，６００万円

衛 生 費
◇ポリオ予防接種費用 ８１１万円

予算 ９９７７億億２２，，００００００万万円円総額

農林水産費
◇一般排水路改良費 ７００万円

土 木 費
◇道路改良費 ５，４４７万円

教 育 費
◇新町民体育館追加工事費 ６，９７８万円

実質収支額

２億６，８７９万円

１億１，１８８万円

４，１８９万円

０円

５１７万円

４，３１７万円

２，５４１万円

繰越明許費

２億４，９８８万円

０円

３４２万円

０円

０円

０円

９１０万円

歳 出

１００億８，１４９万円

２８億９，６４８万円

１８億９，４８９万円

１，０１９万円

１億９，９３６万円

２億３，９４４万円

３億１，６４９万円

歳 入

１０６億１６万円

３０億８３７万円

１９億４，０２０万円

１，０１９万円

２億４５３万円

２億８，２６１万円

３億５，１００万円

区 分

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険 事 業

介 護 保 険 事 業

介 護 サ ー ビ ス 事 業

後 期 高 齢 者 医 療 事 業

藍寿苑介護サービ ス 事 業

下 水 道 事 業

特

別

会

計

収益的収支純利益（消費税調整後）
および資本的収支不足額

７，５４１万円

△１億９２４万円

支 出 総 額

４億２，５１２万円

１億１，６８０万円

収 入 総 額

５億４３８万円

７５６万円

区 分

収益的収支

資本的収支
水 道 事 業

備 考

赤字なし

赤字なし

基準以下

基準以下

早期健全化基準※１

１４．３４％

１９．３４％

２５．０％

３５０．０％

平成２３年度

－％

－％

７．３％

３．０％

指 標

�実 質 赤 字 比 率※２

�連 結 実 質 赤 字 比 率※３

�実 質 公 債 費 比 率※４

�将 来 負 担 比 率※５

※水道事業の資本的収支不足額については、内部留保資金等で全額補填しました

５ ２０１２．１１．２５ №７１



問

滋
賀
県
大
津
市
で
の
い
じ

め
自
殺
が
社
会
問
題
化
し
て
以

来
い
じ
め
の
現
状
が
明
ら
か
に

な
り
、
生
徒
の
９０
％
が
い
じ

め
、
い
じ
め
ら
れ
る
関
係
、
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
ど
の
生

徒
に
も
起
こ
り
得
る
問
題
と
言

わ
れ
、
そ
の
定
義
は
「
一
定
の

人
間
関
係
の
あ
る
者
か
ら
、
心

理
的
、
物
理
的
な
攻
撃
を
受
け

た
こ
と
に
よ
り
精
神
的
な
苦
痛

を
感
じ
て
い
る
状
態
。」
と
示

さ
れ
、
本
町
の
子
ど
も
達
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
態
に

つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

ま
た
、
２
０
１
１
年
の
藍
住

中
・
東
中
の
学
校
評
価
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
先
生
方
は
い
じ
め

や
暴
力
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
の
結
果
で
す
が
、
生
徒
の

６０
％
、
保
護
者
の
４０
％
が
相
談

で
き
る
先
生
が
い
な
い
と
答
え

て
い
ま
す
。
こ
の
温
度
差
へ
の

対
応
、
そ
し
て
、
将
来
あ
る
子

ど
も
の
命
を
脅
か
し
、
精
神
的

心
の
傷
と
な
る
い
じ
め
根
絶
・

防
止
に
向
け
て
の
早
期
対
策
を

尋
ね
ま
す
。

答

本
年
度
、
現
在
に
至
る
ま

で
に
町
内
小
中
学
校
で
発
生
し

た
い
じ
め
件
数
は
２９
件
で
あ
っ

た
。児

童
・
生
徒
が
気
軽
に
相
談

で
き
る
よ
う
家
庭
や
地
域
と
連

携
し
て
教
職
員
の
多
忙
感
を
少

し
で
も
解
消
し
、
も
っ
と
児

童
・
生
徒
と
向
か
い
合
え
る
よ

う
な
環
境
を
作
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

い
じ
め
防
止
策
と
し
て
、
全

教
職
員
で
の
情
報
共
有
化
・
校

内
研
修
に
よ
る
教
職
員
の
い
じ

め
防
止
ス
キ
ル
の
向
上
・
保
護

者
と
の
情
報
交
換
・
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
の
連
携
強

化
・
生
徒
向
け
ケ
ー
タ
イ
安
全

教
室
・
中
学
校
入
学
説
明
会
で

の
保
護
者
向
け
情
報
モ
ラ
ル
教

室
等
を
実
施
し
て
い
る
。

問

総
務
省
推
計
に
よ
る
と
６５

歳
以
上
の
人
口
は
３
０
７
４
万

人
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は

２４
・
１
％
で
過
去
最
高
、
こ
れ

に
伴
い
認
知
症
も
増
加
傾
向
。

本
町
に
お
い
て
も
確
実
に
高

齢
者
数
は
増
加
し
、
平
成
２６
年

に
は
高
齢
化
率
２０
・
６
％
と
予

測
、
認
知
症
高
齢
者
も
増
加
す

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る

町
づ
く
り
は
重
要
。
現
状
と
そ

の
取
組
を
尋
ね
ま
す
。

答

平
成
２３
年
度
介
護
認
定
者

の
う
ち
７２
・
４
％
が
認
知
症
を

発
症
し
て
お
り
、
過
去
３
年
間

の
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
率
平

均
は
約
７
・
２
％
で
あ
る
。

認
知
症
予
防
と
し
て
、
脳
の

健
康
教
室
や
認
知
症
に
関
す
る

講
演
会
等
の
開
催
、
相
談
窓
口

で
あ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
関
係
機
関
と
の
連
携
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

の
開
催
、
位
置
検
索
シ
ス
テ
ム

専
用
端
末
機
に
よ
る
徘
徊
高
齢

者
の
早
期
発
見
と
安
全
確
保
の

支
援
等
の
取
組
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
認
知
症
に
関
す
る

正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
や
支

援
事
業
を
進
め
た
い
。

町 政 の こ こ が 聞 き た い 一般質問

子子どどもも間間ののいいじじめめ問問題題ににつついいてて
いじめ防止の合言葉は「アンテナは高く、
センサーは鋭く、行動は果敢に」

西岡 恵子 議員

認認知知症症高高齢齢者者支支援援ににつついいてて
本町の支援事業をより一層進めたい

2011 年藍住中学校・藍住東中学校の学校評価アンケートより
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問

ゆ
め
タ
ウ
ン
等
の
大
型
店

進
出
に
伴
い
、
町
内
の
交
通
量

が
多
く
な
り
、
車
と
の
接
触
事

故
・
人
身
事
故
が
増
え
て
い
る

現
状
で
あ
る
。
安
全
対
策
と
し

て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
が
よ
く

見
え
る
よ
う
に
、
横
断
歩
道
の

再
塗
装
・
歩
道
の
カ
ラ
ー
舗
装
・

道
路
に
「＜

」
の
よ
う
な
減
速

表
示
塗
装
・
通
学
路
表
示
・
大

き
な
用
水
が
あ
る
通
学
路
に
は

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
の
設
置
・
狭
い

所
で
は
朝
の
通
学
時
間
帯
は
交

通
規
制
を
・
通
学
路
に
横
断
歩

道
の
表
示
が
な
い
矢
上
字
安
任

地
区
の
濱
崎
さ
ん
宅
前
に
は
、

表
示
と
看
板
を
設
置
す
る
な

ど
、
共
通
の
要
望
事
項
に
対
し

て
前
向
き
に
検
討
・
対
処
を
。

答

早
急
に
対
応
で
き
る
も
の

と
し
て
、
横
断
歩
道
・
停
止
線

等
の
塗
り
直
し
を
板
野
警
察
署

や
県
に
依
頼
す
る
、
町
で
は
交

差
点
マ
ー
ク
・
セ
ン
タ
ー
ラ
イ

ン
・
路
側
帯
等
の
白
線
を
塗
り

直
し
し
た
り
新
設
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
ま
た
、「
通
学
路

子
ど
も
を
事
故
か
ら
守
ろ
う
」

と
表
示
し
た
の
ぼ
り
旗
を

１
０
０
枚
製
作
し
、
各
小
学
校

に
配
付
し
て
い
る
。

御
指
摘
の
安
任
地
区
交
差
点

の
横
断
歩
道
設
置
に
つ
い
て

は
、
付
近
住
民
と
も
よ
く
事
情

を
確
認
し
、
板
野
警
察
署
と
も

協
議
、
情
報
を
共
有
し
な
が
ら

公
安
委
員
会
に
要
望
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

西
か
ら
県
道
桧
・
藍
住
線

の
信
号
交
差
点
へ
来
て
も
、
北

側
の
建
物
は
個
人
の
所
有
地
で

待
機
場
所
が
な
い
た
め
に
、
カ

ワ
カ
ミ
不
動
産
の
周
囲
の
西
辺

り
か
ら
通
学
自
転
車
が
右
折
通

学
し
て
い
る
現
況
で
あ
る
。
通

学
自
転
車
が
反
対
車
線
に
移
る

数
箇
所
に
、
安
全
対
策
と
し
て

通
学
路
と
表
示
し
た
看
板
の
設

置
を
。

答

役
場
北
側
の
中
学
生
の
自

転
車
通
行
に
お
け
る
安
全
対
策

に
つ
い
て
は
、
板
野
警
察
署
及

び
藍
住
中
学
校
と
も
協
議
し
な

が
ら
、
安
全
が
確
保
で
き
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

問

笠
木
東
野
団
地
か
ら
町
道

江
ノ
口
新
居
須
線
へ
の
出
入

口
、
北
停
止
線
確
保
に
つ
い
て

は
、
用
地
の
方
に
御
協
力
い
た

だ
い
た
の
で
、
東
野
団
地
の
方

が
ス
ム
ー
ズ
に
出
入
り
で
き
る

よ
う
、
早
急
に
安
全
対
策
の
看

板
設
置
を
。

答

進
入
が
で
き
に
く
く
な
っ

て
い
る
笠
木
東
野
団
地
か
ら
町

道
江
ノ
口
新
居
須
線
の
交
差
点

に
つ
い
て
は
、
土
地
所
有
者
、

板
野
警
察
署
等
に
も
よ
く
協
議

を
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
た

い
。

町 政 の こ こ が 聞 き た い

その他の質問

◆
暫
定
運
用
中
の
県
道
福
祉
セ
ン
タ
ー
出
入

口
、
県
へ
早
期
改
良
要
請
を

◆
中
央
保
育
所
西
歩
道
の
安
全
対
策
を

◆
県
道
桧
藍
住
線
、
寿
司
松
さ
ん
の
西
側
交
差

点
の
改
良
対
策
を

通通学学路路のの安安全全対対策策
学校から危険・要注意と報告のあった６４箇所
すべての現場を回り、対応策を協議した

一般質問

永� 茂樹 議員

役役場場北北・・通通学学自自転転車車のの
安安全全対対策策ににつついいてて
安全確保に努めたい

役場北の通学路に設置されたのぼり旗

町町内内各各交交差差点点・・道道路路停停止止線線・・
表表示示板板見見直直しし
関係者と協議したい
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問

�
町
内
商
工
業
者
は
長
引

く
不
況
や
大
手
企
業
の
出
店
に

よ
り
大
打
撃
を
受
け
、
過
去
７

年
間
で
商
工
会
員
だ
け
で
８０
件

近
く
が
廃
業
し
て
い
る
。
ゆ
め

タ
ウ
ン
オ
ー
プ
ン
か
ら
１０
か
月

余
り
た
ち
、
町
内
商
業
者
の
現

状
と
商
工
業
者
活
性
化
策
は
。

�
町
内
商
工
業
者
支
援
の
た
め

に
、
町
発
注
に
町
内
業
者
の
物

品
納
入
や
工
事
等
の
比
率
と
そ

の
取
組
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

�
農
業
振
興
農
業
後
継
者
育
成

に
つ
い
て
、
今
年
度
か
ら
の
新

規
事
業
で
地
域
農
業
を
担
う
経

営
体
や
生
産
基
盤
と
な
る
農
地

を
将
来
に
わ
た
っ
て
確
保
す
る

た
め
の
展
望
を
定
め
た
、
人
農

地
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
新
規
就

農
者
へ
の
支
援
や
農
地
集
積
へ

の
支
援
を
実
施
す
る
と
の
事
で

あ
る
が
、
そ
の
取
組
は
。

答

�
売
場
面
積
で
は
徳
島
市

に
次
ぐ
県
内
第
２
位
の
商
業
地

と
な
っ
た
が
、
利
益
を
上
げ
て

い
る
商
業
者
が
い
る
一
方
、
そ

う
で
な
い
業
者
も
お
ら
れ
る
。

町
と
し
て
は
商
工
会
の
行
う
商

業
者
支
援
事
業
に
賛
同
、
参
画

し
て
い
き
た
い
。

�
物
品
等
購
入
に
つ
い
て
は
、

件
数
で
は
４４
・
２
％
、
金
額
で

は
３１
・
８
％
。
工
事
請
負
に
つ

い
て
は
、件
数
で
は
６５
・
６
％
、

金
額
で
は
２４
・
４
％
。
町
内
業

者
で
対
応
で
き
る
も
の
は
で
き

る
限
り
町
内
業
者
に
発
注
し
た

い
。

�
広
報
等
で
国
の
青
年
就
農
給

付
金
制
度
の
募
集
を
行
い
、
現

在
１
名
が
認
定
さ
れ
る
予
定
。

認
定
後
は
最
長
で
５
年
間
、
年

間
１
５
０
万
円
の
給
付
が
受
け

ら
れ
る
。
今
後
も
鳴
門
藍
住
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
図

り
、
青
年
就
農
者
増
加
に
努
め

た
い
。

問

県
教
委
の
公
立
学
校
調
査

に
よ
る
と
、
い
じ
め
を
把
握
し

た
学
校
は
３１
・
３
％
に
の
ぼ
り
、

特
に
中
学
校
は
５３
・
５
％
と
半

数
を
超
し
て
い
る
。
把
握
件
数

は
小
学
校
１
４
１
件
、
中
学
校

１
９
３
件
、
合
計
３
３
４
件
。

い
じ
め
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た

不
登
校
は
中
学
校
で
２１
件
、
ま

た
、
小
学
校
の
不
登
校
は

１
３
３
人
、
中
学
校
が
５
９
９

人
と
な
っ
て
い
る
。
近
年
い
じ

め
が
悪
質
化
・
陰
湿
化
し
て
い

る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
被

害
者
が
不
登
校
に
な
っ
て
い
る
。

今
年
度
の
実
情
と
そ
の
取
組
は
。

答

月
１
回
の
不
登
校
児
童
生

徒
対
応
連
絡
協
議
会
を
開
催

し
、
一
人
一
人
に
つ
い
て
個
別

対
応
を
協
議
し
て
い
る
。
現

在
、
町
内
小
中
学
校
で
不
登

校
・
不
登
校
傾
向
に
あ
る
児

童
・
生
徒
は
３１
人
で
あ
る
が
、

昨
年
の
調
査
結
果
で
は
、
本
町

で
い
じ
め
を
原
因
と
し
た
不
登

校
は
現
時
点
で
は
少
な
い
。
今

後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
、
一

人
一
人
に
応
じ
た
対
応
策
を
構

築
し
、
不
登
校
状
況
の
解
消
に

努
め
た
い
。

町 政 の こ こ が 聞 き た い

その他の質問

◆
町
道
東
中
須
団
地
１
号
線
の
拡
張
工
事
に

つ
い
て

一般質問

商商工工業業者者のの現現状状とと農農業業後後継継者者育育成成ににつついいてて
商工会や各種団体の行う事業に賛同、参画、支援していきたい

小川 幸英 議員

不不登登校校対対策策ににつついいてて
地域連携型の不登校対策を進めており、
徐々に効果も出始めている

町内商業者の活性化を図るため立ち上げられた、
商工会の「藍住町商業まちづくり委員会」の様子
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問

�
町
内
の
排
水
路
は
大
雨

が
降
れ
ば
道
路
が
冠
水
、
家
ま

で
浸
水
す
る
被
害
が
起
こ
っ
て

い
る
。
今
後
の
改
修
計
画
は
。

�
建
設
課
の
現
業
は
道
路
の
改

修
、
舗
装
、
排
水
路
な
ど
暮
ら

し
に
欠
か
せ
な
い
仕
事
を
し
て

お
り
、
民
間
委
託
は
住
民
サ
ー

ビ
ス
へ
の
低
下
に
つ
な
が
る
の

で
な
い
か
。

�
町
内
の
雑
草
と
犬
の
ふ
ん
の

ポ
イ
捨
て
も
町
民
か
ら
苦
情
が

出
て
い
る
が
。

答

�
昨
年
実
施
し
た
現
地
調

査
を
も
と
に
安
全
確
保
の
程
度

等
を
検
討
し
、
基
本
計
画
を
策

定
し
た
い
。

�
委
託
先
業
者
に
は
町
の
現
場

職
員
事
務
所
に
常
駐
し
て
い
た

だ
く
計
画
で
、
災
害
時
な
ど
は

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
迅
速
な
対

応
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

�
職
員
が
年
２
回
町
内
を
巡
回

調
査
し
、
除
草
が
必
要
な
場
合

は
所
有
者
へ
文
書
で
依
頼
。
犬

の
ふ
ん
害
防
止
看
板
の
無
料
配

付
や
、
広
報
や
回
覧
文
書
等
で

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
向
上
を
啓
発

し
て
い
る
。

問

�
４
月
か
ら
介
護
の
生
活

援
助
が
４５
分
に
短
縮
さ
れ
、
洗

濯
や
調
理
は
１５
分
で
す
る
の
は

無
理
と
悲
鳴
の
声
が
上
が
っ
て

い
る
。
わ
ず
か
な
年
金
で
生
活

す
る
高
齢
者
は
、
利
用
料
の
一

割
負
担
、
保
険
料
の
支
払
い
や

生
活
の
た
め
に
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
回
数
を
減
ら
し
、
通
院
も

控
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
聞
く

が
。

�
事
業
所
に
入
る
介
護
報
酬
も

減
る
中
、
利
用
者
や
ヘ
ル
パ
ー

に
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
大
変

苦
労
し
て
い
る
。
事
業
所
や
ヘ

ル
パ
ー
、
利
用
者
に
負
担
を
強

い
る
介
護
報
酬
を
元
に
戻
す
こ

と
を
国
へ
要
望
す
る
こ
と
。

答

�
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

数
件
の
苦
情
が
あ
っ
た
が
、
各

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
詳
細
な
説

明
に
よ
り
御
理
解
い
た
だ
き
、

現
在
は
ス
ム
ー
ズ
な
利
用
が
さ

れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

�
介
護
報
酬
改
定
か
ら
約
６
か

月
が
経
過
し
、
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
ご
と
に
創
意
工
夫
さ
れ
、
利

用
者
の
利
便
が
図
ら
れ
て
い
る

と
思
っ
て
い
る
。

問

�
ご
み
袋
は
手
提
げ
部
分

を
作
っ
た
の
で
便
利
に
な
っ
た

と
い
う
声
と
、
袋
が
小
さ
く
弱

く
な
っ
た
と
い
う
声
を
聞
く
が
。

�
一
般
家
庭
か
ら
ご
み
量
が
大

き
く
減
っ
て
い
る
が
、
町
の
評

価
は
。

�
ゆ
め
タ
ウ
ン
の
ご
み
及
び
し

尿
収
集
の
増
加
量
と
町
の
対
応

は
。

答

�
容
量
は
変
更
前
と
同

じ
。

�
住
民
の
方
々
の
リ
サ
イ
ク
ル

や
ご
み
減
量
に
対
す
る
意
識
が

非
常
に
高
い
た
め
と
思
わ
れ

る
。

�
ご
み
は
月
平
均
４５
〜
４６
ト

ン
。
立
入
検
査
を
行
い
、
減
量

申
入
れ
を
し
た
。
し
尿
は
本
年

度
４
月
に
１
２
０
ト
ン
で
油
分

が
多
か
っ
た
た
め
搬
入
を
中
止

し
改
善
指
導
を
行
っ
た
。
７
月

末
か
ら
再
開
し
、
８
月
１
０
０

ト
ン
、
９
月
８０
ト
ン
の
予
定
。

町 政 の こ こ が 聞 き た い 一般質問

地地域域のの生生活活環環境境をを優優先先にに
排水路の基本計画は
策定でき次第報告したい

林 茂 議員

介介護護保保険険はは町町民民のの声声をを
受受けけ止止めめてて
国・県の動向に注視し、
介護保険事業を進めたい

環境ボランティアの方々による町内清掃

ごごみみのの分分別別とと減減量量がが
進進んんででいいるる成成果果はは
今後も啓発に努めたい
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問

�
内
閣
府
は
８
月
２９
日
、

将
来
発
生
す
る
大
震
災
の
想
定

を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
予
測

は
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
巨
大

地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
徳
島

県
で
最
大
３
万
１
０
０
０
人
、

全
国
で
３２
万
３
０
０
０
人
が
死

亡
す
る
と
の
予
想
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
最
大
級
の
地
震

と
津
波
が
起
こ
っ
た
ケ
ー
ス
で

あ
り
ま
す
。

こ
の
公
表
内
容
を
分
析
す
る

と
、
藍
住
町
の
被
害
は
、
地
震

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
津
波
に

よ
る
被
害
は
、
外
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
地

震
の
初
期
段
階
に
発
生
す
る
火

災
に
全
力
で
あ
た
り
、
倒
壊
家

屋
の
被
災
者
の
救
済
が
で
き
れ

ば
、
最
初
の
危
険
な
段
階
を
切

り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

次
に
予
測
さ
れ
る
も
の
は
、

沿
岸
地
域
の
津
波
を
受
け
た
被

災
者
の
避
難
所
、
野
外
病
院
と

し
て
の
役
割
を
担
当
し
ま
す
。

藍
住
町
の
防
災
想
定
シ
ナ
リ

オ
は
、
い
か
な
る
も
の
と
な
る

の
か
、
ま
た
、
今
後
の
防
災
対

策
と
し
て
整
備
し
て
い
く
も
の

に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

�
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
地

震
の
初
期
に
は
、
小
さ
な
火
災

で
あ
り
ま
し
た
が
、
消
火
す
る

こ
と
は
困
難
を
極
め
、
猛
火
が

町
全
体
を
覆
っ
て
し
ま
う
大
火

災
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
が
れ

き
の
下
で
生
存
し
て
い
た
多
く

の
命
は
、
猛
火
の
犠
牲
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
対
策
と
し
て
、

ど
の
様
な
方
法
を
取
ら
れ
る
の

か
お
尋
ね
し
ま
す
。

答

�
今
回
の
中
央
防
災
会
議

の
公
表
内
容
で
は
、
津
波
高
や

被
害
予
測
の
具
体
的
場
所
等
が

不
明
で
あ
り
、
今
後
県
か
ら
公

表
さ
れ
る
市
町
村
ご
と
の
被
害

予
測
に
よ
り
対
策
を
進
め
た

い
。災

害
発
生
後
は
救
助
は
も
と

よ
り
被
災
者
へ
の
対
策
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
確
保
、
避
難
所
の

運
営
等
を
行
っ
て
い
く
こ
と
か

ら
、
住
民
の
避
難
場
所
の
指
定

や
避
難
所
と
な
る
公
共
施
設
の

耐
震
化
、
保
存
食
や
毛
布
な
ど

の
備
蓄
品
、
資
機
材
の
確
保
等

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
被
害
が
最
小
限
と
な
る

よ
う
住
民
の
方
へ
の
防
災
啓
発

の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

津
波
被
害
を
受
け
る
沿
岸
地

域
の
後
方
支
援
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
に
は
県
や
国
に
対
応
し

て
い
た
だ
く
こ
と
、
ま
た
、
広

域
で
の
相
互
応
援
協
定
に
よ
る

対
応
と
な
る
と
考
え
る
。

�
家
屋
の
耐
震
化
や
家
具
等
の

転
倒
防
止
対
策
と
と
も
に
、
火

災
の
原
因
と
な
る
石
油
ス
ト
ー

ブ
や
ガ
ス
コ
ン
ロ
等
の
地
震
対

策
に
つ
い
て
、
防
災
講
座
や
防

災
訓
練
な
ど
の
場
で
周
知
に
努

め
た
い
。

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
等
の

結
成
・
促
進
や
活
性
化
、
そ
の

他
防
災
訓
練
や
火
災
訓
練
な
ど

に
よ
る
防
火
知
識
の
普
及
、
初

期
消
火
能
力
の
向
上
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

町 政 の こ こ が 聞 き た い 一般質問

大大震震災災予予測測にに対対すするる藍藍住住町町のの対対応応策策ににつついいてて
これから出される県の詳細な被害想定に
対応した対策を立ててまいりたい

� 眞吉 議員

８
月
２９
日
に
内
閣
府
が
発
表
し
た
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
に

関
す
る
津
波
の
浸
水
分
布
（
被
害
が
最
大
と
な
る
ケ
ー
ス
）

１０
月
３１
日
に
徳
島
県
が
発
表
し
た
津
波
の
浸
水
想
定

※
詳
し
く
は
徳
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
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常常 任任 委委 員員 会会 報報 告告

９月定例会の議案については、その審査を各常任委員会に付託しました。
各委員会において審査した結果、それぞれ全会一致で原案可決され、最終日に

各委員長から審査結果の報告がありました。
主な質疑・意見については次のとおりです。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

平平
成成
２２３３
年年
度度

一一
般般
会会
計計
決決
算算

〜
住
宅
新
築
資
金
貸
付
事
業
〜

問

収
入
未
済
額
４
１
０
６
万

８
千
円
の
中
身
は
。

答

未
納
分
の
累
計
で
、
現
在

返
済
中
の
方
が
未
収
に
な
れ

ば
、
そ
の
分
加
算
さ
れ
て
い

く
。

問

未
収
の
対
策
は
。

答

納
付
書
等
を
送
付
し
て
い

る
が
、
大
部
分
は
既
に
亡
く
な

っ
た
方
、
自
己
破
産
し
た
方
、

生
活
保
護
受
給
者
で
、
回
収
は

厳
し
い
。

【
意

見
】

回
収
見
込
み
の
な
い
分
に
つ

い
て
は
、
処
理
を
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

〜
災
害
用
品
備
蓄
事
業
〜

問

各
学
校
等
に
は
何
食
分
の

保
存
食
を
用
意
し
て
い
る
か
。

答

現
在
は
役
場
に
保
管
。
各

学
校
に
は
備
蓄
倉
庫
が
設
置
で

き
次
第
、
備
蓄
し
た
い
。
で
き

る
だ
け
避
難
所
の
収
容
人
数
に

合
う
よ
う
振
り
分
け
た
い
が
、

避
難
所
の
収
容
人
数
が
多
い
こ

と
や
賞
味
期
限
も
あ
り
、
直
ち

に
と
い
う
の
は
難
し
い
。

問

道
路
が
液
状
化
し
た
場
合

の
運
搬
対
策
は
立
て
て
い
る

か
。

答

公
用
車
で
運
ぶ
よ
う
に
な

る
と
思
う
が
、
特
別
な
対
策
は

で
き
て
い
な
い
。

問

保
存
食
の
賞
味
期
限
に
対

す
る
対
策
は
考
え
て
い
る
か
。

答

賞
味
期
限
前
に
学
校
や
訓

練
等
で
試
食
と
し
て
配
付
し
て

い
る
。
順
番
に
賞
味
期
限
が
来

る
よ
う
購
入
し
た
い
。

〜
災
害
応
急
用

井
戸
水
質
検
査
業
務
〜

問

検
査
済
み
の
井
戸
と
分
か

る
よ
う
な
表
示
は
し
て
い
る

か
。

答

こ
の
検
査
は
水
質
と
く
み

取
り
可
否
の
検
査
で
、
飲
料
水

に
適
す
る
も
の
は
な
か
っ
た
。

周
知
に
つ
い
て
は
検
討
し
た

い
。

〜
藍
住
中
学
校
の
駐
輪
場
〜

問

駐
輪
場
工
事
費
に
１
億

５
８
５
９
万
円
を
か
け
る
必
要

が
あ
る
の
か
。

答

学
校
側
か
ら
、
駐
輪
場
か

ら
傘
を
さ
さ
ず
に
教
室
ま
で
行

け
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
と
の

要
望
が
あ
り
、
１
千
�
以
上
の

屋
根
が
必
要
と
な
っ
た
が
、
非

常
に
圧
迫
感
が
あ
る
た
め
高
さ

を
約
４
�
に
し
た
。
ま
た
、
す

ぐ
隣
が
普
通
教
室
の
た
め
、
比

較
的
雨
の
音
が
せ
ず
、
耐
久
性

に
優
れ
て
い
る
ハ
ニ
カ
ム
パ
ネ

ル
を
採
用
し
て
い
る
。

問

吹
き
降
り
は
検
討
し
な
か

っ
た
の
か
。

答

入
射
角
を
計
算
に
入
れ
、

屋
根
を
自
転
車
か
ら
外
へ
３
�

出
し
て
い
る
。
今
ま
で
の
駐
輪

場
よ
り
は
比
較
的
ぬ
れ
に
く
い

と
計
算
し
て
い
る
。

〜
学
校
支
援
事
業
〜

問

藍
住
中
学
校
だ
け
に
地
域

の
支
援
員
２
名
を
配
置
し
て
い

る
の
は
な
ぜ
か
。

答

東
中
学
校
よ
り
藍
住
中
学

校
の
方
が
生
徒
数
が
多
い
こ
と

と
、
暴
力
行
為
等
も
藍
住
中
学

校
の
方
が
多
い
た
め
重
点
的
に

進
め
て
い
る
。
他
の
学
校
等
も

藍
住
町
対
策
監
が
定
期
的
に
巡

回
し
て
い
る
。

平平
成成
２２４４
年年
度度

一一
般般
会会
計計
補補
正正
予予
算算

〜
新
町
民
体
育
館

建
築
事
業
費
〜

問

追
加
工
事
費
６
９
７
８
万

円
は
、
当
初
予
算
時
に
は
な
か

っ
た
話
で
は
な
い
か
。

答

当
初
予
算
は
１５
億
円
だ
っ

た
が
、
体
育
関
係
者
と
協
議
す

る
中
で
体
育
館
面
積
を
６
０
０

�
大
き
く
す
る
こ
と
に
な
り
、

約
１７
億
円
必
要
と
な
っ
た
た

め
、
外
構
と
舞
台
装
置
関
係
等

を
１７
億
円
か
ら
除
外
し
、
１５
億

円
の
予
算
に
合
わ
せ
て
入
札
し

た
。
こ
の
除
外
し
た
分
を
追
加

工
事
と
し
て
新
た
に
契
約
を
す

る
。

〜
集
会
所
設
計
委
託
料
〜

問

建
設
場
所
は
ど
こ
か
。

答

土
砂
仮
置
場
敷
地
の
北
西

の
隅
と
考
え
て
い
る
。

問

建
設
し
な
い
と
言
っ
て
い

た
が
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

答

現
在
の
自
治
会
長
に
確
認

を
し
た
と
こ
ろ
必
要
と
の
こ
と

で
あ
り
、
進
め
て
い
き
た
い
。

１１ ２０１２．１１．２５ №７１
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厚
生
常
任
委
員
会

平平
成成
２２３３
年年
度度

一一
般般
会会
計計
決決
算算

〜
指
定
ご
み
袋
製
造
・

納
入
業
務
〜

問

約
１
７
０
０
万
円
が
町
の

収
入
と
な
っ
て
い
る
が
、
ご
み

袋
代
を
も
っ
と
安
く
で
き
な
い

か
と
い
う
話
が
出
て
く
る
の
で

は
な
い
か
。

答

収
入
は
西
ク
リ
ー
ン
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営
費
等
に
充

て
て
い
る
。

〜
生
ご
み
処
理
機
設
置
事
業
〜

問

こ
の
３
年
間
の
補
助
金
の

推
移
と
、
こ
れ
か
ら
の
取
組
姿

勢
は
。

答

電
気
式
の
実
績
は
平
成
２０

年
度
１６
件
、
２１
年
度
１０
件
、
２２

年
度
９
件
。
利
用
者
拡
大
の
た

め
平
成
２３
年
４
月
よ
り
補
助
額

を
２
万
円
か
ら
３
万
円
に
し

た
。
今
後
も
さ
ら
に
啓
発
活
動

を
進
め
た
い
。

平平
成成
２２３３
年年
度度

国国
民民
健健
康康
保保
険険
事事
業業
決決
算算

〜
国
民
健
康
保
険
税
〜

問

平
成
１９
年
度
と
２３
年
度
を

比
べ
る
と
、
医
療
費
は
上
が
っ

て
い
る
の
に
１
世
帯
当
た
り
・

１
人
当
た
り
の
保
険
税
額
が
下

が
っ
て
い
る
理
由
は
何
か
。

答

平
成
２０
年
度
か
ら
は
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
方
で
７５
歳

以
上
の
方
の
保
険
料
を
算
定
し

て
い
る
た
め
で
あ
る
。

〜
滞
納
問
題
〜

問

不
納
欠
損
と
は
、
ど
の
よ

う
な
内
容
か
。

答

地
方
税
法
上
の
執
行
停
止

状
態
が
３
年
間
続
い
た
場
合

や
、
時
効
の
５
年
間
に
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
分
を
不

納
欠
損
と
し
て
い
る
。

問

滞
納
率
は
い
く
ら
か
。

答

平
成
２３
年
度
現
年
度
分
の

滞
納
率
は
６
・
１２
％
。

問

差
押
え
す
る
基
準
は
。

答

期
間
や
金
額
等
で
は
な

く
、
滞
納
者
と
面
談
で
き
な
い

な
ど
の
場
合
は
財
産
調
査
を
行

い
、
あ
る
程
度
財
産
が
あ
れ
ば

差
押
え
を
進
め
て
お
り
、
個
々

の
状
況
を
判
断
し
な
が
ら
行
っ

て
い
る
。

〜
出
産
育
児
一
時
金
〜

問

支
給
し
た
人
数
と
１
人
当

た
り
の
金
額
は
い
く
ら
か
。

答

４１
名
分
で
１
人
当
た
り
３９

万
円
ま
た
は
４２
万
円
で
あ
る
。

平平
成成
２２３３
年年
度度

介介
護護
保保
険険
事事
業業
決決
算算

問

介
護
認
定
者
の
う
ち
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
て
い
る
人
の
割
合

は
８８
・
０４
％
で
あ
る
が
、介
護
支

援
が
必
要
な
い
の
に
認
定
し
た

と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
か
。

答

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
を
勧
め

ら
れ
て
も
や
は
り
家
族
の
介
護

を
受
け
た
い
と
い
う
方
や
、
１

割
の
自
己
負
担
が
発
生
し
て
く

る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

い
な
い
方
も
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

問

認
定
時
に
は
家
族
の
状
況

を
把
握
し
な
い
の
か

答

家
族
状
況
は
勘
案
せ
ず
、

本
人
の
状
態
で
判
定
す
る
。

平平
成成
２２３３
年年
度度
藍藍
寿寿
苑苑

介介
護護
ササ
ーー
ビビ
スス
事事
業業
決決
算算

問

平
成
２４
年
度
に
待
機
者
が

急
激
に
増
え
た
理
由
は
何
か
。

答

退
所
者
が
な
い
上
に
、
希

望
者
が
多
い
た
め
で
あ
る
。

問

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

は
入
所
期
限
は
な
い
の
か
。

答

要
介
護
１
以
上
で
あ
れ
ば

入
所
可
能
で
あ
り
、
期
限
は
な

い
。

問

藍
寿
苑
入
所
者
の
う
ち
、

町
外
の
方
は
い
る
か
。

答

特
養
は
町
内
・
町
外
を
問

わ
ず
入
所
を
受
け
る
施
設
で
あ

り
、
２４
名
の
方
が
藍
住
町
外
か

ら
入
所
さ
れ
て
い
る
。

問

決
算
報
告
書
を
見
る
と
、

運
営
は
安
定
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う

な
状
況
に
な
る
か
。

答

正
規
職
員
の
割
合
が
３５
％

を
切
っ
て
い
る
こ
と
や
、
建
物

の
老
朽
化
に
よ
り
そ
の
修
理
・

維
持
に
費
用
が
か
さ
み
、
抜
本

的
な
修
繕
が
で
き
て
い
な
い
こ

と
に
よ
り
経
費
が
抑
え
ら
れ
て

い
る
。

平平
成成
２２３３
年年
度度

一一
般般
会会
計計
決決
算算

〜
一
般
排
水
路
改
良
事
業
〜

問

浚
渫
作
業
は
平
成
２５
年
４

月
か
ら
予
定
し
て
い
る
建
設
直

営
業
務
民
間
委
託
で
委
託
す
る

業
務
に
な
る
の
か
。

答

委
託
業
務
に
入
る
。

〜
橋
梁
点
検
事
業
〜

問

設
計
費
用
が
当
初
予
算

５
０
０
万
円
よ
り
下
が
っ
た
理

由
は
何
か
。

答

競
争
入
札
に
よ
り
下
が
っ
た
。

【
意

見
】

愛
媛
大
学
で
コ
ス
ト
が
安
く

な
る
工
法
を
開
発
し
た
と
い
う

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
が
あ
っ
た
の
で
参

考
に
し
て
は
ど
う
か
。

〜
一
般
町
道
新
設
改
良
事
業
〜

問

繰
越
総
額
の
内
容
は
。

答

名
田
橋
河
川
敷
進
入
路
改

良
工
事
と
正
法
寺
川
左
岸
道
路

改
良
工
事
あ
わ
せ
て
１
７
０
０

万
円
。
名
田
橋
河
川
敷
進
入
路

改
良
工
事
は
２４
年
度
当
初
に
発

注
を
し
て
お
り
、
現
在
は
完
了

し
て
い
る
。

平平
成成
２２３３
年年
度度

水水
道道
事事
業業
決決
算算

問

損
益
計
算
書
の
う
ち
の
特

別
利
益
・
過
年
度
損
益
修
正
益

と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

答

前
年
度
に
退
職
手
当
引
当

金
を
納
め
過
ぎ
て
い
た
分
の
払

戻
で
あ
る
。

問

水
道
料
金
に
未
納
が
発
生

し
た
場
合
の
対
処
要
領
は
。

答

督
促
、催
告
書
を
送
付
し
、

納
付
が
な
い
場
合
は
訪
問
し
て

徴
収
。
そ
れ
で
も
未
納
の
場
合

は
給
水
停
止
の
通
知
を
送
付
し

て
い
る
。
実
際
に
給
水
停
止
し

て
か
ら
納
付
す
る
方
も
い
る
。

問

大
口
未
納
者
へ
の
対
応
は
。

答

給
水
停
止
で
対
応
し
て
い

る
。
今
後
も
十
分
気
を
付
け
て

徴
収
し
て
い
き
た
い
。

問

水
道
使
用
料
欠
損
処
分
金

と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

答

行
方
不
明
、
倒
産
お
よ
び

自
己
破
産
し
た
方
に
つ
い
て
不

能
欠
損
処
理
を
し
て
い
る
。

な
お
、
徴
収
率
は
平
成
２３
年

度
分
の
徴
収
率
は
８
月
末
現

在
、
９９
・
６５
％
で
あ
る
。

平平
成成
２２３３
年年
度度

下下
水水
道道
事事
業業
決決
算算

問

赤
字
に
な
っ
て
い
る
が
、

や
っ
て
い
け
る
の
か
。

答

歳
入
と
処
理
費
及
び
終
末

処
理
場
維
持
経
費
と
し
て
の
県

へ
の
負
担
金
と
の
差
は
赤
字
に

な
っ
て
い
る
。
下
水
道
の
加
入

率
が
５０
％
強
に
な
れ
ば
黒
字
が

予
想
さ
れ
、
そ
の
時
期
は
平
成

３１
、
３２
年
く
ら
い
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。

建
設
産
業
常
任
委
員
会
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四四四四
国国国国
地地地地
区区区区
町町町町
村村村村

議議議議
会会会会
議議議議
長長長長
会会会会
表表表表
彰彰彰彰

１１
月
６
日
、
四
国
地
区
町
村
議
会

議
長
会
研
修
会
に
お
い
て
、
町
村
議

会
議
員
と
し
て
１９
年
以
上
在
職
し
、

議
長
、
副
議
長
、
常
任
委
員
会
委
員

長
、
監
査
委
員
等
を
歴
任
さ
れ
る
な

ど
功
労
の
あ
っ
た
も
の
と
し
て
、
次

の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

議議員員研研修修報報告告
板野郡町議会議員研修会
１０月１７日、本町「町民シアター」
において開催され、板野郡内の町
議会議員約７０名が参加しました。
〈講演〉
★関西学院大学教授

室崎 益輝 氏
「東日本大震災に学ぶ

新しい防災の考え方」

四国地区町村議会議長会研修会
１１月６日、高松市「アルファあ
なぶきホール」において開催さ
れ、本町議会からは１２名の議員が
参加しました。
〈講演〉
★同志社大学大学院教授

新川 達郎 氏
「自治体議会の災害対応」
★アートディレクター

北川フラム 氏
「瀬戸内国際芸術祭

～海の復権～」

森 志郎 議員

各各各各
種種種種
功功功功
労労労労
者者者者
表表表表
彰彰彰彰

１１
月
３
日
、
藍
住
町
各
種
功
労
者
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
町
議
会
議
員
と
し
て
通
算
し
て

１２
年
以
上
在
職
し
、
議
長
、
副
議
長
、
常
任

委
員
会
委
員
長
等
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
功
労

の
あ
っ
た
も
の
と
し
て
、
次
の
方
々
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

永� 茂樹 議員古川 義夫 議員

１０月２３日、河北町から田宮町長、
議会議員一行が来町されました。
行政視察では、本町の大型ショ
ッピングセンターに関する開発の
経過について説明を受けた後、藍
の館を見学、藍染めを体験され、
ゆめタウン徳島を現場視察されま
した。

友好都市

山山形形県県河河北北町町
かからら

行行政政視視察察来来町町

編集委員会では、町民の声の
投稿を募集しています。
議会や町政に関するご意見を
お寄せください。

�住所・氏名・電話番号を明記。
�掲載時に匿名を希望する方は申
し出てください。

�字数は５００字以内。
�投稿者の多い場合には、掲載月
を調整する場合があります。

投 稿 規 定
本本会会議議をを傍傍聴聴ししまませせんんかか
本会議はどなたでも傍聴すること
ができます。傍聴は、本会議当日、
先着順に受け付けていますので、議
会事務局までお気軽にお越しくださ
い。なお、傍聴席の定員には限りが
ありますので、ご了承ください。

定例会案内

次の定例会は１２月です。
次号は２月に発行します。

～お問い合わせ～

議会事務局 �６３７－３１２７

ゆめタウン徳島の現場視察

あいさつされる河北町議会庄司議長

会長あいさつをする江西議長

１３ ２０１２．１１．２５ №７１
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「卒業記念樹は大切に」

藍住中学校の駐輪場西側に２代目ヒマラヤシーダーが再植樹されている。昭和３３年
３月藍住南中学校卒業時「この木の様に逞しく大きくなり、人に後ろ指をさされない
ような人間になります。」と誓い巣立って行ったが、この卒業記念樹は数奇な運命を
辿った。藍住南中学校庭より有線放送事務所入口へ～議会棟建築のため東保育所へ～
藍住南小学校へ～鳴門分譲ビルへ～藍住中学校へ。平成１６年９月、台風１６号で倒壊し
たとの事で町が卒業生に案内もなく伐採。無念！古来「古木は語り、名木は旅する。
駄木は切られる。」と言われるが、名木は町関係者の御理解と御助力により再植樹さ
れた。東日本大震災で残った奇跡の一本松があるが、振り返って藍住中学校は、初代
徳元町長時代に建てた鉄筋コンクリート造りの校舎は何一つ残っていない。残ってい
るのは西側に５本、東側に５本の松と藍住町木である「くすの木」と蘇鉄のみである。
校舎は寿命があるが、樹木は生徒達をやさしく見守り送り出している。幼、小、中学
校とも将来藍住町を背負う人達が育っている。「蛍の灯積む白雪」とは樹木の事であ
り、思い出残る校庭木は大切にしてほしい。古木になれ、校庭木。

卒業生の強い意志を継ぎ
卒業５０年を記念して再植
樹、旅をした名木２代目
ヒマラヤシーダー

８８

月月

４
日

友
好
都
市
交
流
記
念
事
業
（
河

北
町
）

８
日

新
町
民
体
育
館
安
全
祈
願
祭

藍
住
町
民
生
委
員
推
薦
会

９
日

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
定
例
会
（
徳
島
市
）

１０
日

徳
島
県
市
町
村
議
会
議
員
公
務

災
害
補
償
等
組
合
議
会
臨
時
会

（
徳
島
市
）

行
政
課
題
研
究
会
（
徳
島
市
）

２１
日

資
格
審
査
特
別
委
員
会

２４
日

第
十
堰
対
策
意
見
交
換
会

第
十
堰
対
策
促
進
期
成
同
盟
会

通
常
総
会
（
徳
島
市
）

２７
日

板
野
郡
町
議
会
議
長
会
定
例
会

県
・
町
事
業
意
見
交
換
会

２８
日

議
会
運
営
委
員
会

２９
日

藍
住
町
農
業
振
興
地
域
整
備
促

進
協
議
会９９

月月

６
日

９
月
議
会
定
例
会
開
会

議
会
全
員
協
議
会

資
格
審
査
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

７
日

厚
生
常
任
委
員
会

１０
日

建
設
産
業
常
任
委
員
会

１１
日

総
務
文
教
常
任
委
員
会

１７
日

敬
老
の
つ
ど
い

１８
日

９
月
議
会
定
例
会
一
般
質
問

２５
日

９
月
議
会
定
例
会
閉
会

資
格
審
査
特
別
委
員
会

２６
日

町
村
議
会
事
務
局
長
会

２７
日

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会

（
松
山
市
）

２９
日

南
幼
・
南
小
運
動
会

１１００

月月

１
日

な
く
せ
じ
ん
肺
キ
ャ
ラ
バ
ン
要

請
行
動
来
庁

６
日

北
幼
・
北
小
運
動
会

７
日

東
幼
・
東
小
運
動
会

１７
日

板
野
郡
町
議
会
議
員
研
修
会

２１
日

身
体
障
害
者
ふ
れ
あ
い
大
会

２３
日

河
北
町
議
会
来
町

２４
日

河
北
町
議
会
厚
生
経
済
常
任
委

員
会
行
政
視
察
来
町

２７
日

福
祉
・
健
康
づ
く
り
の
町
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

２９
日

資
格
審
査
特
別
委
員
会

３１
日

板
野
東
部
消
防
組
合
議
会
臨
時
会

議議
会会
のの
うう
ごご
きき

国民文化祭「勝瑞フェスティバル」で実演された
放鷹術

編編
集集
後後
記記

東
日
本
大
震
災
・
福
島
原

発
事
故
よ
り
１
年
半
、
復
興

へ
の
道
の
り
は
未
だ
厳
し

く
、
さ
ら
に
領
土
や
領
海
の

外
交
問
題
も
急
浮
上
。
問
題

山
積
み
の
こ
の
国
を
目
の
当

た
り
に
し
て
い
ま
す
。

本
町
９
月
議
会
で
は
、
社

会
問
題
化
し
て
い
る
子
ど
も

間
の
い
じ
め
や
防
災
対
策
に

つ
い
て
も
議
論
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
閉
塞
感
の
な

か
、
山
中
京
都
大
学
教
授
が

開
発
し
た
「
人
工
多
能
性
幹

細
胞
（
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
）」
の

ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
の

受
賞
は
日
本
の
快
挙
。
傷
つ

い
た
り
失
わ
れ
た
り
し
た
体

の
機
能
を
回
復
さ
せ
る
再
生

医
療
や
新
薬
開
発
ほ
か
、
夢

の
万
能
細
胞
へ
の
さ
ら
な
る

研
究
を
期
待
し
、
実
用
化
を

待
ち
望
む
と
こ
ろ
で
す
。

議議
会会
だだ
よよ
りり
編編
集集
委委
員員
会会

委
員
長

矢

部

秀

行

副
委
員
長

東

條

義

和

委

員

西

岡

恵

子

委

員

永

�

茂

樹

委

員

森

志

郎
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